東京医科大学医学部医学科の小論文のテーマは，課題文が出され，それに関し自分の考えを述べるといったものです。
最近３ヵ年の小論文のテーマは，以下のとおりです。

・2008

「多田富雄『寡黙なる巨人』からの抜粋を読み，「寡黙なる巨人」を著者の中の「もう一人の自分」と解釈し，それを600字以内で説明しなさい。」（90分）

・2009

「朝日新聞記事（2008.3.8）『「混ぜる」行為』に猜疑心を」を読んで，あなたの意見を600字以内でまとめなさい。」（90分）

・2010

「元ハンセン病患者の詩人塔和子氏の書いた詩を読んで，この人の思いについてあなたの考えを400字以内で述べなさい。」（60分）

・2011
「山折哲雄の次の文章を読んで，400字で趣旨をまとめてください。」（60分）

さて，皆様，お待ちかねの本年度の予想テーマですが，次のようなテーマにしました。
「小１プロブレムについて書いた次の記事を読んで，あなたの考えを400字以内で述べなさい。」（60分）

（課題文）
小学校に入学したばかりの児童が学校の集団生活に適応できない、いわゆる「小１プロブレム」の解消を目指し、文部科学省の有識者会議がまとめた幼稚園・保育所と小学校が連携するための基本方針が１１日、明らかになった。 

　幼稚園・保育所と小学校の教職員による合同研修の実施や、１コマ４５分間の授業を、小学校低学年では１５～２０分程度の２、３コマに分割するといったカリキュラムの改善などを提言している。

　同省が幼児教育と小学校教育の一貫性を重視したカリキュラム編成の具体策をまとめたのは初めて。基本方針では、幼児期と児童期の教育を体系的に行うため、就学前の５歳児程度から小学校低学年までを「接続期」ととらえ「学びの基礎力」の育成を目標に掲げた。

　また、小学校１年生が学習に集中したり、教員の話を聞いたりできないのは、自制心や耐性、規範意識が十分に育っていないためだと分析し、入学前からグループ活動を経験させる必要性などを提言している。

　方針をまとめたのは、文科省が委託した教育関係識者でつくる「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議」（座長・無藤隆白梅学園大学教授）。提言は、幼稚園と保育所の統合に向け、政府の「子ども・子育て新システム検討会議」が検討中の「こども園」（仮称）の指針づくりにも生かされる見通しだ。

　文科省はこの基本方針をもとに、都道府県や市町村の教育委員会などで具体的な方針や支援策を作成するよう指導する方針だ。

　昨年１１月に同省が全国の教育委員会を対象に行った調査では、幼稚園・保育所と小学校の接続の重要性をほとんどが認識しているものの、都道府県の７７％、市町村の８０％が実際に取り組みを行っていない。

　小１プロブレム　小学校入学後の児童が集団生活になじめず、授業中に騒いだり、席を立ったりして授業が成立しない問題。入学前に自制心や耐性、規範意識が十分に育っておらず、学習に集中したり、教員の話を聞いたりできないことが原因とされる。東京都の調査では、２００８年度で公立小学校の４校に１校で起きている。

すばらしい答案を期待しています。
[受講申し込み方法]
・入塾金：無料
・受講費：３，０００円（税込み）
１　　お申込み
別紙に，模試添削希望，郵便番号，住所，氏名，電話番号等をなるべく詳しく明記して，現金書留に「添削料金３，０００円」と「原稿用紙に書いた解答」を送付してください。
２　　領収書
　領収証は、確認メールや各種郵送物の不着等が発生した場合の予防策として、受講終了時まで御手元に保管いただきますようお願い致します。
３　　添削の返却
　　　可及的速やかに返却しています。受信日当日を目標に返却しています。
